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貨
幣
需
給
の
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
影
響石

JII 

市

雄

序

ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
に
ゐ
け
る
投
資
乗
数
の
理
論
て
は
従
来
、
新
投
資
の
遂
行
に
も
と
ず
く
実
質
所
得
・
産
出
量
の
増
大
と
い
う
実
物

経
済
的
側
面
に
の
み
分
析
の
重
点
が
お
か
れ
、
新
投
資
お
よ
び
噌
大
し
た
生
産
物
の
取
引
を
フ
ァ
イ
ナ

y
z
す
る
に
必
要
な
資
金
!
ー

新
貨
幣
1
lの
需
給
と
?
っ
貨
幣
的
側
耐
に
つ
い
て
は
ふ
か
い
関
心
が
よ
手
b
れ
て
い
た
か
っ
た
。
い
わ
ば
実
物
的
た
乗
数
過
程
の
進

行
に
貨
幣
的
拡
張
が
忠
実
に
追
従
し
て
ゆ
く
も
の
と
仮
定
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
新
ら
し
い
資
金
の
需
安
は
現
実
に
は
金
剛
市
場
に

お
け
る
貨
幣
に
対
す
る
追
加
需
要
と
し
て
顕
わ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
が
供
給
は
金
融
市
場
の
一
定
の
法
則
・
慣
習
に
し
た
が
い
、
ま

た
特
定
の
金
融
政
策
に
も
と
ず
い
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
注
目
す
る
と
、
貨
幣
が
忠
実
に
乗
数
過
程
に
追
従
す
る
の
て
は
な
く
、
貨
幣
需

給
の
関
係
は
実
物
的
な
乗
数
効
果
の
作
用
と
は
別
個
託
独
自
性
を
も
つ
も
の
と
考
え
ね
ば
な
b
た
い
。
し
た
が
っ
て
貨
幣
に
対
す
る
需

要
・
供
給
が
均
衡
す
る
た
め
の
調
整
作
用
内
至
は
貨
幣
・
金
融
政
策
が
、
逆
に
乗
数
効
果
に
対
し

τ、
あ
る
時
は
制
動
機
と
し
て
、
ま

た
推
進
器
と
し
て
働
き
か
け
る
可
能
性
が
生
じ
て
く
る
。
本
杭
に
お
い
て
モ
デ
ル
分
析
を
も
ち
い
て
と
の
問
題
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ

て
、
分
析
の
方
法
的
中
心
一
説
題
は
従
来
の
乗
数
式
の
体
系
に
い
か
に
し
て
貨
幣
需
給
白
均
衡
方
程
式
を
結
合
す
る
か
と
い
う
点
に
あ
る
。

貨
幣
川
市
計
の
投
貨
乗
数
効
果
に
与
え
る
影
山
科

第
八
十
巻

、ぃ、
ノ
一
ノ

第
六
号



貨
幣
市
給
の
投
資
正
件
数
効
果
に
与
え
る
影
響

第
八
十
巻

云、ョ
ノ
プ
日

第
六
号

と
己
て
は
ケ
イ
ン
ズ
経
済
学
心
体
系
に
な
ら
っ
て
、
流
動
性
選
好
概
念
に
も
と
ず
く

1
lい
円
か
え
る
と
利
子
率
を
ベ
ヲ
メ

1
グ

と

し
て
合
む
|
|
貨
幣
需
給
方
程
式
を
設
け
、
モ
白
需
給
均
衡
条
件
を
消
按
一
幽
数
を
根
底
と
す
る
投
資
乗
数
白
定
式
に
導
入
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
結
果
限
界
尚
裂
性
向
の
ほ
か
に
貨
幣
的
要
因
を
表
わ
す
諸
係
数
を
含
む
超
乗
数
百
宮
司
自
己
昨
日
司
出
司
と
称
ず

べ
き
も
の
が
導
か
れ
る
で
あ
ろ
う
。
以
下
次
の
符
節
に
し
た
が
っ
て
分
析
を

T
す
め
る
。

分
析
モ
デ
ル
の
一
設
定
、
法
木
方
程
式
の
導
出

基
本
万
程
式
を
解
き
、

(
超
)
草
津
数
を
求
め
る

投
資
函
数
に
つ
い
て
の
柿
論

四

巳

y

ク
ス
・
モ
デ
ル
と
の
関
連

投
資
乗
数
の
体
系
と
貨
幣
訴
給
函
数
と
を
結
合
す
る
た
め
に
簡
単
た
分
析
モ
デ
ル
の
構
成
を
試
み
よ
う
。
ロ
パ

l
ト
ソ
ン
流
の
期
間

分
析
を
採
用
し
、
基
本
的
な
函
数
関
係
を
設
定
す
る
こ
と
か
、
b
出
発
す
る
。
乗
数
過
程
の
定
式
化
の
基
礎
と
な
る
も
の
は
消
費
函
数
沿

よ
び
投
資
函
数
て
あ
る
。
こ
れ
ら
の
関
数
て
は
通
常
実
物
単
位
J

し
諸
変
数
を
表
現
す
る
が
、
本
稿
の
目
的
の
た
め
に
は
こ
れ
b
を
貨
幣

単
位
ゼ
測
定
し
、
ス
ト
ア
ク
て
あ
る
貨
幣
需
要
・
供
給
量
と
結
合
し
う
る
よ
う
に
考
慮
し
た
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

消
費
函
数

nmun・州、
mH十
何
百

( 

H 

-H 
〉

(
]
7
N
)
 

ま
ず
消
費
函
数
J

し
は
一
般
的
な
ケ
イ
y
ジ

7
ン
の
型
を
と
り
、

t
期
の
消
費
額
CSは
、
前
期
の
貨
幣
所
得
額
五
に
限
界
消
費
性
向
C

投
資
函
数

H
N
H
1
J
U
・3
十
L
P
I
T
』



を
乗
じ
た
も
の
と
所
得
水
準
に
依
存
し
な
い
独
立
的
消
設

ιと
の
和
て
あ
た
え
ら
れ
る
。

投
資
函
数
て
は
、

t
期
の
純
投
資
額
ISは、

t
期
首
り
利
子
率
町
の
減
少
函
数
と
し
て
あ
b
わ
さ
れ
る
民
間
純
投
資
額

4
3
、
利

子
率
の
変
化
に
依
存
し
な
W
民
間
純
投
資
額
r
h
、
治
よ
び
政
府
に
よ
る
公
共
投
島
A
の
和
と
し

τあ
た
え
ら
れ
る
。
係
数
万
は
民
間
純

投
資
が
利
子
率
の
上
下
に
応
じ
己
減
増
ず
る
度
あ
い
士
市
す
係
数
て
あ
り
、
利
子
率
に
か
か
わ
る
限
界
投
資
性
向
(
日
間
百

E]胃
8
g
l

巴
弓
H
O
E
d
可由門

5
2
-
P門
百
ロ
件
。
吾
O

】
呂
志
。
町
田
円
耳
目
円
)
と
称
す
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
仮
り
に
投
資

ω利
子
弾
性
を
あ
ら
わ
す

も
の
と
見
な
し
て
沿
J
V
ま
た
投
資
函
数
の
く
み
た

τに
は
本
来
資
本
存
在
量
、
利
潤
卒
、
加
速
度
因
子
等
の
諸
要
因
が
導
入
さ
れ
る

べ
き
ゼ
あ
る
が
、
本
稿
て
は
分
析
の
簡
略
化
の
た
め
に
、
貨
幣
需
給
函
数
と
の
関
連
に
治
い
て
重
要
な
役
を
は
た
す
利
子
率
以
外
の
諸

要
因
を
拾
象
し
た
の
で
あ
る
U

よ
り
現
実
的
な
投
資
函
数
の
型
に
つ
い
て
は
第
三
節
て
言
及
す
る
。

づ
ぎ
に
否
々
は
貨
幣
需
要
函
数
を
設
定
し
よ
う
。
ま
ず
t
期
首
に
b
い
て
需
要
さ
れ
る
活
動
残
高
は

国
向

3
H
F
(
わ
+
ト
)

己
こ
ぞ
'R
は
活
動
貨
幣
の
流
通
速
度
の
逆
数
に
あ
た
る
。
全
貨
幣
を
概
念
的
に
活
動
貨
幣
と
不
活
動
貨
幣
に
わ
か
ち
、
活
動
貨
幣
の
み

に
つ
い
て
み
れ
ば
流
通
速
度
は
時
に
一
定
(
示
日
寸
て
あ
り
、
全
貨
幣
の
流
通
速
度
の
高
低
が
不
活
動
残
高
の
減
増
て
あ
ら
わ
さ
れ

る
と
見
な
ナ
と
、
マ
ー
シ
ャ
ル
の
'R
の
命
題
が
活
動
残
高
に
の
み
つ
い
て
は
成
立
す
る
己
と
に
な
る
。
モ
ζ

て
F
H
H
H
(
可河川
H
H
)

な
る

ご
と
く
期
間
分
析
の
単
位
を
え
ら
ん
で
お
く
と
活
動
残
高
の
需
要
額
は

国
向

3

H
門
司
+
』
『
句

(
7臼
〉

て
与
え
ら
れ
る
と
と
に
な
る
。

つ
ぎ
に
不
活
動
残
高
に
対
ナ
る
需
要
函
数
と
し
て

貨
幣
需
給
の
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
帯
型

第
人
十
巻

ハ
六
五

第
六
号



貨
幣
需
輯
の
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
掛
特

第
八
寸
巻

第
六
号

凹

h
m
H
h
a
l百・

3

(

7

日、)

t
期
首
に
ゐ
け
る
不
活
動
残
高

K
対
す
る
需
要
ム
は
、
利
子
中
年
に
依
存
し
左
い
独
立
的
た
需
要
Y
H
と
利
子
水
準
の
減
少
雨
数
ぞ
あ
る

部
分

1
T
3
と
の
和
か
ら
成
立
っ
て
い
る
。

ρ
は

r
の
種
の
貨
幣
需
要
が
利
子
率
の
上
昇
に
よ
っ
で
減
殺
さ
h
る
度
あ
い
を
一
市
す
係

利
子
率
に
か
か
わ
る
限
界
不
保
蔵
性
向
(
自
民
間
巨
乱
世

H
a
g
E
q
ロ
E
Z
F
O一
間
三
日

Z
E
m
F
E
E
E
吋
巳

mHHZDHo

s
o
E古
。
ご

E
2
2
0
と
称
、
す
へ
き
も
の
で
あ
る
が
、
便
宜
的
に
守
と
同
じ
〈
貨
幣
需
要
白
利
子
明
性
を
あ
ら
わ
す
も
の
と
見
な
す

数
て
あ
り
、

こ
と
に
す
る
。
と
こ
ろ
で
、
己
の
一
式
(
同
印
、
)
は
ケ
イ
ン
ズ
の
流
動
性
選
好
函
数
に
対
す
る
一
次
接
近
(
日
目
。

R
呂
目
見
。
世
田
喜

E
)
を

意
味
し
て
い
る
。
モ
デ
ル
分
析
を
す
す
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、

P
の
種
々
た
値
を
仮
定
す
る
と
と
に
上
つ
一

f
流
動
性
選
好
曲
線
土
の
租

々
た
位
置
に
関
す
る
検
討
が
可
能
に
な
る
わ
け
で
あ
る
。

ケ
イ
ン
ズ
経
辞
学
に
企
け
る
流
動
性
選
好
説
の
焦
点
は
、
利
子
率
が
制
度
的
最
低
水
準

r下
落
ヂ
る
と
不
活
動
残
高
に
対
す
る
需
要

は
無
限
に
利
子
弥
刀
的
と
友
り
、
政
府
当
局
の
ス
ベ

Y

デ
f

y
グ

1
i新
貨
幣
投
入

1
ー
も
空
し
く
経
済
活
動
の
閲
生
に
脊
与
し
え
な

い
と
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
不
況
の
経
済
学
の
特
質
ぜ
あ
り
、
貨
幣
需
要
に
関
し
て
は
不
問
動
残
高
の
増
大
、

L

た
が
っ
て
給
体
的
流
通
速
度
の
低
下
と
い
う
「
方
向
」
が
強
調
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
脊
々
の
貨
幣
需
要
関
数
て
は
か
よ
う
友
休
系
の

常
と
し
て
、
活
動
残
高
け
不
活
動
残
高
の
移
布

(
F
E
E
l品
目
宮
司
台
一
は
完
全
に
可
逆
的
(
百
耳
目
立
。
)
に
行
わ
れ
る
の
で
あ
り
、

利
子
率
の
上
昇
に
上
る
不
活
動
残
高
需
嬰
の
減
少
は
た
だ
ち
に
貨
幣
供
給
側
の
供
給
増
加
と
な
っ
て
顕
わ
れ
て
く
る
わ
け
で
あ
る
。

ま
た
流
動
性
選
好
説
が
伺
々
人
の
流
動
性
選
好
に
も
と
ず
く
貨
幣
需
要
の
社
会
的
給
和
と
い
う
心
哩
学
的
概
念
か

b
出
発
す
る
の
に

対
し
て
、
吾
々
白
貨
幣
需
要
凶
数
は
最
初
か

b
貨
幣
・
金
融
市
場
に
か
か
わ
る
も
の
で
あ
り
、

p
の
値
が
大
さ
い
(
小
さ
い
)
ど
と
は

金
融
市
場
に
沿
い
て
、
利
子
率
の
上
下
に
応
じ
て
資
金
流
通
の
テ
ン
ポ
が
敏
感
(
鈍
感
)
に
反
応
、
変
化
す
る
こ
と
や
一
表
わ
し
て
い
る



町

と
一
=
悶
え
よ
う
。

最
後
に
貨
幣
供
給
凶
数
台
提
出
し
よ
う
。

t
期
首
に
お
け
る
総
貨
幣
供
給
ず
中
な
わ
ち
総
貨
幣
残
高
は
も
前
期
に
活
動
貨
幣
と
し
て
使

用
さ
れ
た
残
高

~xp
ド+』『TH)、

司
じ
く
不
活
動
貨
幣
と
し
て
保
蔵
さ
れ
、
今
期
に
も
ち
己
古
れ
た
残
高
h
h
H
治

Z
F
今
期
首
に

お
い
て
貨
幣
当
局
の
手
に
工
っ
て
投
入
さ
れ
る
新
貨
幣
』
同
町
怜
の
和
て
表
わ
さ
れ
る
。

同
『
匂
向
日
』
『
(
内
川
崎
同
十
』
『
h
H
)
十
』
い
刊
ド
+
』
』
h
N

(
]
7
h
F
)
 

た
だ
し
既
述
の
約
束
に
よ
る
と
』
昨
日
目

こ
こ
で
も
し
新
貨
幣
の
供
給
が
中
央
銀
行
の
信
用
創
造

r上
っ
て
行
わ
れ
る
と
き
に
は
、
信
用
創
造
の
乗
数
効
果
が
発
生
し
う
る
こ

と
を
考
尉
ナ
べ
き
で
あ
る
が
五
日
々
の
供
給
幽
数
て
は
と
れ
を
無
制
し
て
い
る
。
と
の
要
因
を
導
入
す
る
と
投
資
乗
数
効
果
的
波
及
す
る

グ
イ
ム
・

3
と
信
用
創
造
臼
乗
数
効
果
白
波
及
す
る
グ
イ
ム
・
ラ
グ

1
i後
者
の
方
が
よ
り
急
速
で
あ
ろ
う
。
ー
ー
を
ど
う
調
整
す

る
か
と
い
う
技
術
的
困
難
に
直
両
す
る
。

五
百
々
は
四
つ
の
基
本
的
な
同
数
関
係
白
設
定
を
治
わ
っ
た
。
と
こ
ろ
で
Y
、
C
、
I
の
問
に
は
、

吋

"HH
町民
+
L
P

(
一

7
印
)

な
る
関
係
が
恒
等
的
に
成
立
す
る
。
こ
れ
に
消
費
函
数
・
投
資
函
数
を
代
入
す
る
と
、

M
-
m
H
a
u
・回、情H14・
3
十
向
。
+
h
a
十
』

を
う
る
。
こ
れ
を
貨
幣
所
得
V
H
D
増
加
分
の
形
に
か
き
た
お
し
て
、

』
吋
嶋
H
H
n
-
h『時

H
1
4
・
』
3

(
と
く
に
第
一
期
か
ら
公
共
投
資
が
は
じ
ま
り
以
後
毎
期
継
続
さ
れ
る
と
す
る
と

H
H
H

に
ヲ
い
て
は
』
州
、
H
引

4・
K
3
十
』
と
な
る

貨
幣
需
耐
の
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
影
響

第
八
十
巻

六
六
七

第
六
号

五



貨
幣
需
給
の
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
鮮
響

第
八
十
巻

六
六
八

第
六
号

/、

己
と
に
注
意
。
)

ま
た
吾
々
は
各
期
信
に
貨
幣
に
対
す
る
需
要
・
供
給
が
均
衡
し
て
い
る
と
仮
定
す
る
と
、

昂
(
町
民

+
L
P
)
十
h句
H
F
・州、
T
H
十
h
h
t
H
+
h
ミ‘

骨

H
H
H

て
あ
る
か

b

吋
ω
+
h馳
HH
吋
T
H
+』
日
柄

H
+
h出
向
N

』
】

~uHH』
恒
出
向

l
h円、

不
活
動
残
高
に
対
す
る
需
要
岡
数
を
代
入
す
る
と

h
M♂
日
』
担
比
「
恥
十
市
・

h
3

(
己
己
て
当
局
に
よ
る
新
貨
幣
投
入
な
き
と
き
は
、
』
』
P
H
O
と
な
る
と
と
に
注
意
。
)

吾
々
は
こ
己
に
貨
険
所
得
・
利
子
水
準
の
各
増
分
を
未
知
数
と
し
℃
含
む
基
本
方
程
式

へ
』
】
心
目
。
，

h
吋
T
H
1
4
・h
3

F
h
『
N
H
h
~
f
F
+も
・

h
3

〔
同
・
由
)

(
7吋
)

を
導
い
た
。
こ
れ
を
V
日
陀
つ
い
て
と
〈
と
と
に
よ
り
、
貨
幣
供
給
に
関
し
て
設
け
ら
れ
た
簡
単
た
誇
前
提
が
投
資
の
乗
数
効
果
ー

l
貨

幣
所
得
水
準
の
変
化
の
様
式
!
ー
に
ど
の
様
な
影
響
を
も
た
ら
す
か
を
二
三
の
場
合
に
づ
い
て
検
討
し

I
t

註

ω
政
府
白
財
政
支
出
が
公
共
投
資
と
公
共
閥
抗
に
分
け
ら
れ
る
と
す
る
し
ι
、
ー
と
く
に
家
屋
、
道
路
、
橋
然
、
港
湾
な
ど
の
建
設
に
政
府
白
経
済
計

固
に
も
之
ず
い
て
遂
行
さ
れ
る
公
共
事
業
投
資
で
あ
る
。
そ
の
財
源
を
何
処
に
も
と
め
る
か
は
こ
こ
で
は
間
わ
な
い
。
ま
た
財
政
支
山
L

乙
い
う
表

現
は
と
さ
ふ
し
て
、
輪
山
超
過
、
豊
作
な
ど
自
然
発
生
的
要
闘
に
も
、
と
ず
く
外
為
会
計
、
食
管
会
計
の
散
超
を
も
含
む
り
で
用
い
る
こ
と
を
一
と
く



に
避
け
た
。
と
れ
ら
財
政
資
金
の
散
起
は
凶
作
に
新
貨
幣
投
入
を
増
F
だ
け
で
「
投
資
」
の
増
加
を
意
味
し
な
い
。

ω
正
確
に
い
う
と
投
資
函
数
の
利
子
別
性
は
ー
も
で
与
え
ら
れ
、

η
は
投
資
函
数
の
勾
配
を
示
す
に
寸
ぎ
な
い
。
後
述
す
る
貨
幣
需
要
函
数

M

h

 

町
中
の

p
に
つ
い
て
も
附
じ
と
と
が
言
え
る
Q

防

相
H
帯
需
要
関
数
中
心
ρ
は
金
融
市
場
の
流
動
的
特
質
を
表
わ
し
C
い
る
と
言
っ
て
よ
い
。
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
金
融
の
ア
グ
ェ
イ
ヲ
ピ
リ
テ
ィ
と

い
う
概
念
と
は
具
っ
て
い
る
。

A
V

の
表
わ
す
流
動
的
特
質
は
あ
く
ま
で
利
子
車
の
変
化
に
と
も
な
っ
て
顕
在
化
す
る
も
り
で
あ
る
が
、
ア
ヴ
ェ
イ

ラ
ピ
リ
テ
ィ
の
慨
怠
は
信
用
割
当
政
範
な
ど
を
め
く
っ
て
利
子
率
か
ら
は
む
し
ろ
は
な
れ
た
場
に
立
っ
て
い
る
。

川
阿
倍
川
創
造
の
乗
数
効
果
を
も
考
服
し
た
分
析
に
は
5
・

c
・
チ
ヤ

γ
の
そ
デ
ル
が
あ
る
。

日
ロ
'
叶
，
EnHH同・

E
H
L
ρ
E門回目
q
p
o
p
H
O
H
O
M
Wロ
nHFOEmwσ
官
同
ロ
ロ
骨

-
p
o
o円
MOm-
冨
己
評
】
ロ
O門
知
ロ
凪
ぐ
巳
。

E
q
〉
ロ

n
q
m
M
m
M
k
r
m吋ロ
I

E
Zい
九
』
ヨ
寄
同
芭
冒
同

2
U門
戸
4
F
F
U
F
E
g・
出
0
・
AH
冨
'
日
品
目
!
日
日
仏

チ
ャ
ン
は
投
資
乗
数
過
程
の
期
間
内
に
信
用
創
造
的
一
乗
数
効
果
が
急
速
に
収
飲
し
て
し
ま
う
と
仮
定
す
る
の

L
た
が
っ
て
新
貨
幣
供
給
は

出
向

N
I
回同十寸吋町一同
h
l
H

十

句

略

。

』

y
a
m
-
M
U・
印
日
。

で
与
え
ら
れ
る
。

R
は
信
用
創
造
削
、
ア
は
市
銀
準
惰
率
の
逆
数
句

3
は
利
子
率
土
井
に
と
も
な
う
供
給
増
加
を
あ
ら
わ
す
。

公
共
投
資
の
乗
数
効
果
が
貨
幣
供
給
の
グ
イ
プ
、
貨
幣
需
要
治
よ
び
投
資
の
利
子
弾
性
に
よ
っ
て
い
か
な
る
影
響
を
う
け
、
貨
幣
所

得
増
加
に
異
れ
る
結
果
を
も
た
ら
す
か
を
み
る
た
め
に
、
つ
ぎ
の
よ
う
た
三
ヲ
の
場
合
を
想
定
し
よ
号
。

毎
期
金
額
に
し
て

A
づ
っ
の
公
共
投
資
が
行
わ
れ
る
が
、
新
貨
幣
の
供
給
は
全
く
行
わ
れ
な
い
場
合
。
巴
れ
は
只
体
的
に
は
公
共

投
資
白
財
源
が
閤
債
の
民
間
消
化
に
よ
っ

τフ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
る
よ
う
な
場
合
て
あ
る
。

1 2 

毎
期
入
牧
師
制
に
し
て

A
づ
っ
の
公
共
投
資
が
符
わ
れ
、
己
れ
が
毎
期
同
額
の
新
貨
幣
供
給
雌
に
よ
っ
て
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
さ
れ
る
場
合
。

貨
幣
需
給
の
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
影
響

第
八
十
巻

六
六
九

第
六
号

七



貨
幣
需
給
の
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
影
響

第
八
十
巻

六
七
O

第
穴
号

ノ¥

h
u
h』
向
。

こ
れ
は
公
共
投
資
の
財
獄
が
中
央
銀
行
の
信
用
創
造
(
国
債
引
き
長
、
政
府
貸
什
等
)
陀
よ
ヮ
て
7
7
イ
ナ
ン
ヴ
ハ
吉
れ
る

場
合
て
あ
る
。

公
共
投
資
は
全
〈
行
わ
れ
ず
、
毎
期
一
釧
づ
つ
の
新
貨
幣
投
入
が
行
わ
わ
る
場
合
。
た
正
え
ば
赤
字
公
債
白
発
行
に
よ
る
社
会
保
障

費
、
公
務
員
給
与
の
増
額
な
ど
い
円
わ
ゆ
る
購
買
力
附
加
政
策
が
実
施
さ
れ
る
場
合
て
あ
る
。
財
布
酬
を
和
税
収
入
に
も
正
め
る
こ
ー
に
は
貨

3 幣
投
入
を
相
殺
す
る
と
と
に
た
り
適
切
で
も
仏
い
。

こ
と
で
第
一
節
に
沿
い
ず
し
導
い
た
方
程
式

0

3

0・3
を
も
ち
い
、
各
々
の
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
吉
ず
第

t
期
の
所
得
憎
加
分
一
μ
を

計
算
す
る
と

《
町
凶

ωめ
]
[

ヘ
回
目
、
同

h
h向
日
号

』
吋
司
H
川
町
・
』
吋
T
H
4
・
h
3

〔

N

・?][)

』
吋
崎
日
市
・
h
3

ハN
・叶・][)

h
3

を
消
し
て

h
M
J
K
関
す
る
定
差
方
程
式
(
同
十
同
f

h
吋

l
M
l
b
-
h
M
J
H
H
C

を
う
る
。
己
れ
を
解
く
と

も
」

h

R
H
|
「
ヘ
|
「
訂
正

.

4

一

一

司

一

E
I

H
十

F
H
l

」

百

〆

司

、

入
山

H

』

』

~

f

h

H

h

n
m
m
O
】
同

』
吋
h
H

。.h
吋
刊
H
1
4
・
h
3

(
N
-
m
・
同
)

』
吋
h
H
H
も・
h
コ
十
』

定
差
方
程
式
ん
下
山
「
)
・
h
吋民

1
E
F
-
-
w・』
H
O
を
解
〈
と

(
N
・叶・]同)



hぐ

E 
isln 
込同

十

十 1

""T可|
』

。
凶
器
圃

』

u-

』

-
h
u
h出
向

』同恥

H
T
h吋
m
H
1
4

・K
3

』
岡
、

m
H

、・h
3
+』
同
町

定
差
方
程
式
(
同
十
い
)
』

F
I
E
F
-
H
l
w・』
H
C

解
く
と

h 
可
11 

ド4

+ 
叫百
~ I~ 
H 

。
』

ミ

トー

+ 
""1も
τ:::-----1(") 
。
十

百1'"
) 

( 

ZL 
も1""1
」ー/

"，-

ミ

(
N
・
?
圃
)

八
日
当
・
圃
)

と
こ
ろ
ゼ
旧
均
衡
水
準

vy乗
数
効
果
白
結
果
到
達
し
た
新
均
衡
水
準

vyDひ
ら
さ
は
い
吉
も
と
め
た

4
の
値
を

T
7
8
K

わ
た
っ
て
総
計
す
れ
ば
よ
い
(
同
町
|
吋
Q
U
M
h同
じ
。
こ
こ
て

c
白
値
は
ロ
八
。
〈
H

と
考
え

b
れ
る
が
守
、

P
は
ゼ
ロ
か
ら
無
限
大
ま

ぞ
い
ろ
い
ろ
な
値
を
と
る
可
能
性
を
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

η
¥
P
は
wu
を
与
え
る
式
に
守
一
P
の
形
ゼ
含
ま
れ
る
か
ら
、
守
、

P
が
い

ろ
い
ろ
な
値
を
と
る
場
合

E
q一P
の
値
に
し
た
が
っ
て
分
類
し
、
〈
第
一
表
)
、

H
、
同
町
|
吋
o
t求
め
る
と
便
利
で
あ
ろ
う
。

-

一

:

:

一

こ

こ

で

一

守

、

戸

は

零

、

お

よ

び

無

限

大

て

な

い

守

、

P
D
値
を
示
す
。
づ
ぎ
に
互

p

一η
一ρ
一利

0

0

∞
死
一
ρ

O

∞
回
一
川
一
衰
の
値
に
し
た
が
っ
て

wT整
理

し

戸

1
吋
ロ
を
計
算
す
る
「
第
二
表
右
端
の
欄
の
よ
う

一
η

一
回
奇

O

E

守

O

∞
奇

O

二

a

一

一

一

却

に

な

る

。

す

た

わ

ち

可

"
l
吋。
H

(
誌
淵
潜
)
×
(
ゆ
淋
対
服
地
剖
)
の
値
が
求
め
ら
れ
た

つ一目的∞
5
百

μ
}
ρ
0
0
0

わ
け
で
あ
る
。

貨
幣
需
給
の
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
影
響

第
八
十
巻

六
七

第
ハ
号

九



貨
幣
需
給
の
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
影
響

JY， 
A 
1-c 
A 
}-c+号/ii。

。 ct-1.A 互

1-c 
句 ~(l -c). (命y-11cas巳][
F 1十守/ρ(1-').¥1+-;;/ii). A+1+ρ(1-c)/す

A 

O O 

勾

case][ ρ 

∞ 

第
八
十
巻

第
六
号

{ハレ】

。

ヰエを
の含ま
上む・ず
鼻起第
が乗-
$'数白
己を場
つう合
亡るに
も/一、は
不同|投

活 JI 資
動ヰi;..白
残喧11 利
高司'1 子
が ¥f弾
活性
裂} L ~ 
イ七 己 、
して貨
には幣
<: p 需
h が要
、く小の
さ利
〈子
(開
;flj 性
子 P

守
が
大
き

い
(
利
子
率
の
上
昇
に
よ
っ
て
民
間
投
資
が
減
殺
さ
れ
や
す
い
)
ほ
ど
乗
数

効
果
は
貨
幣
需
給
の
側
か
ら
大
き
く
制
動
さ
れ
、
逆
に

p
が
大
き
く
(
不
活

劃
銭
高
が
利
子
率
の
上
昇
に
と
も
在
っ
て
活
動
化
し
干
す
い
)
、

い
ほ
と
(
利
子
率
の
上
昇
に
も
か
か
わ

b
ず
民
間
投
資
が
抑
制
古
れ
に
く
い
)

表
乗
数
効
果
は
貨
幣
の
側
か
ら
抑
圧
さ
れ
ず

!
l新
貨
幣
投
入
が
な
い
に
も
か

ザ
が
小
さ

二
か
わ

b
ず

!
l莱
数
効
果
は
強
力
に
な
る
。
と
く
に
投
資
の
利
子
弾
性
が
小

第
さ
く
、
貨
幣
需
要
が
極
く
利
子
弾
刀
的
て
あ
る
よ
う
な
場
合
(
叩
ー
と
に
は

ま
さ
に
グ
イ
ン
ズ
的
乗
数
効
果
が
働
く
。
こ
れ
は
公
共
投
資
白
資
金
供
給
が

不
活
動
残
高
の
活
動
化
、
総
体
的
流
通
速
度
の
上
昇
に
よ
っ
一
て
フ
ヲ
イ
ナ
ン

ス
さ
れ
た
己
と
を
物
語
っ
て
い
台
。
ま
た
逆
に
投
資
の
利
子
弾
性
が
大
き
く
、

貨
幣
需
要
が
極
め
て
利
子
非
弾
力
的
ど
あ
る
よ
う
な
君
子

8
)
は
貨

幣
側
か
ら
の
制
動
が
大
き
く
、
利
子
率
の
上
昇
に
と
も
な
っ

τ民
間
投
資
が

減
退
し
、
モ
れ
を
公
共
投
資
が
肩
代
フ
た
の
み
ど
乗
数
効
果
は
倒
吉
え
な
い
。

か
よ
う
た
場
令
、
発
布
さ
れ
た
同
債
を
引
き
受
け
た
金
融
機
関
が
産
業
資
金



貸
出
の
引
締
め
を
行
コ
た
と
見
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う

第
一
一
、
第
三

ω場
合
に
は
い
ず
れ
も
貨
幣
需
要
白
利
子
弾
性
が
極
め
て
大
き
く
な
い
限
担
、
乗
数
効
果
は
無
限
に
大
き
く
、
貨
幣
所

得
水
準
は
無
限
に
上
井
し
て
ゆ
く
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。
乙
れ
は
い
ず
れ
の
場
合
に
も
毎
期
一
定
額
の
信
用
膨
張
が
行
わ
れ
る
の
で
あ

る
か

b
当
然
の
結
論
で
あ
る
。
た
だ
第
二
心
場
合
に
は
実
物
的
投
資
も
平
行
し
て
行
わ
れ
る
の
で
あ
る
か

b
、
ボ
ト
ル
・
ネ
ッ
ク
に
行

き
あ
た

b
な
M
V

限
り
実
物
的
乗
数
過
程
と
貨
幣
的
拡
張
は
平
行
す
る
が
、
第
一
一
一
山
場
合
に
は
単
に
貨
幣
の
追
加
投
入
が
行
わ
れ
る
だ
け

で
あ
る
か

b
、
拡
張
過
程
は
段
初
か

b
真
性
イ
Y
7
ν
1
7
ョ
ン
の
危
険
性
を
も
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
己
の
相
違
を
と
く
に
貨
幣
市

要
の
利
子
弾
性
が
極
め
て
大
三
場
合
(
ヤ

i
る
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
実
物
的
在
公
共
投
資
を
と
も
な
う
第
二
日
場
合
に
は
ク
イ

ン
ズ
票
数
効
果
が
働
く
(
山
。
王
、
投
資
を
と
も
友
わ
た
い
単
た
る
貨
幣
投
入
を
つ
づ
け
る
第
三
の
場
合
住
霊
効
果
は
働
か

な
い
こ
と
に
在
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
と
き
は
投
入
さ
れ
た
新
貨
幣
は
す
べ
て
保
蔵
さ
れ
て
流
通
に
は
現
わ
れ
ず
イ
Y
7
v
u
危
険
は
な

い
わ
け
で
あ
る
。

以
上
の
結
論
か

b
明
ら
か
な
よ
う
に
、
公
共
投
資
の
乗
数
効
果
は
金
融
市
場
の
制
度
的
特
徴
・
慣
習
!
l
η
¥
P
ω
値
に
反
映
さ
れ

る

l
i中
、
貨
幣
当
局
の
金
剛
政
策

1
i新
貨
幣
投
入
の
グ
イ
プ
て
表
現
さ
れ
る
ー
ー
に
よ
っ
て
様
々
な
モ
デ
ィ
フ
ィ
ケ

l
シ
ョ

y
t

う
け
る
己
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
己
と
は
ま
た
国
民
経
済
の
金
融
構
造
を
充
分
県
解
し
た
う
え
で

ω貨
幣
・
金
融
政
策
が
経
済
の
安

定
的
拡
張
に
と
っ
て
不
可
欠
の
要
素
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

註

ω
吾
々
の
基
本
方
担
問
式
の
体
系
で
は
、
投
資
函
数
に
民
間
投
資
を
表
わ
す
項
を
も
令
ま
せ
て
あ
る
た
め
、
去
共
投
賢
か
ら
出
発
し
て
も
棄
数
過
程

む
進
行
に
と
も
な
い
、
「
利
子
車
の
上
下
に
と
も
な
う
民
間
投
資
の
増
減
か
ら
生
じ
て
く
る
乗
数
効
果
」
も
お
り
込
ま
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
Q

•• 

凶
乗
数
効
果
の
紡
呆
増
大
す
る
貨
幣
所
得
額
が
無
限
に
増
大
す
る
よ
う
な
場
合
は
、
通
常
産
州
立
の
増
加
と
物
価
水
準
の
上
昇
の
双
方
に
さ
さ
え

貨
幣
需
給
の
投
資
乗
数
柑
呆
に
与
え
る
影
響

第
八
十
巻

六
七

第
六
号



貨
幣
需
給
の
投
資
乗
数
効
果
に
右
え
る
影
響

第
八
十
巻

六
七
四

第
六
号

ら
れ
で
い
る
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
コ
て
実
質
国
民
所
得
額
の
仲
が
は
ボ
ト
ル
・
ネ
y

ク
の
生
起
と
と
も
に
停
滞
し
は
じ
め
た
が
あ
ろ
う
。
物
価
水

躍
が
導
入
し
た
乗
数
過
程
の
展
開
は
別
の
機
会
に
試
4
た
い
。

五
口
々
の
分
析
壬
デ
ル
は
た
だ
理
論
的
考
察
白
た
め
に
組
立
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
基
本
的
諸
幽
数
の
設
定
に
際
し

τは
て
き
る

だ
け
抽
象
化
を
加
え
、
分
析
対
象
以
外
白
要
因
主
表
わ
す
よ
う
な
諸
変
数
は
す
心
て
捨
象
し
て
き
た
。
そ
こ
で
も
し
吾
々
が
モ
デ
ル
分

析
か
ら
現
実
的
、
政
策
的
な
推
論
に
す
す
む
た
め
に
は
当
然
、
諾
幽
数
の
現
実
妥
当
性
が
反
省
さ
れ
↓
な
け
れ
ば
友

b
た
い
わ
け
で
あ
る
。

本
節
て
は
と
く
に
投
資
函
数
を
と
り
あ
げ
、
こ
白
点
に
つ
砕
い
て
補
足
的
考
察
を
つ
け
加
え
止
う
。
か
エ
う
な
モ
デ
ル
分
析
を
現
実
経
済

の
描
写
・
予
測
に
適
用
す
る
に
は
ま
ず
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
ク
見
広
よ
る
接
近
に
ま
つ
w

へ
き
て
あ
る
が
モ
の
方
法
論
的
展
開
は
別
D
機
会

に
ゆ
ず
っ
て
、
己
こ
で
は
エ
ロ
ノ
メ
ト
リ
ァ
グ
九
日
業
績
か
ら
投
資
函
数
に
闘
す
る
一
、
二
の
結
論
士
借
用
し
よ
う
。
周
知
の

L
・
R

グ
一
フ
イ
y
に
よ
る
ア
メ
リ
カ
経
済
の
構
造
分
析
か
ら
投
資
函
数
を
紹
介
す
る
と
、

へ
b
H
i同
J

「

J
N
l
N円
J

ゎ

N
H
N

詰
十
日
H
N
一
ー
ー
ー
っ

l
)
十
司
・
宏
一
同
は
川

ki一

zc同
H

氏

、

r

辺

、

I
H

民
間
縄
設
備
投
資
(
一
九
三
四
年
物
価
て
測
定
、
単
位
十
億
ド
ル
)

I p 

全
生
産
物
価
情
指
数

q 

資
本
財
価
格
指
数
(
一
九
三
四
年
規
準
)

X 

民
間
生
産
額
(
家
事
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
、
時
価
て
測
定
、
単
位
十
億
F
ル
)

K 

民
間
固
定
資
本
存
在
量
(
各
年
末
、

一
九
三
四
年
物
価
て
測
定
、
単
位
十
億
ド
ル
)

す
な
わ
ち
、
ど
む
様
在
意
味
に
沿
い
て
も
一
也
接
利
了
率
の
要
因
を
表
現
す
る
よ
う
な
変
数
は
含
ま
れ
ず
、
物
価
指
数
、
資
本
蓄
積
量



が
重
要
な
要
因
J
Y

一
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
と
白
結
果
か
ら
吾
ー
々
は
直
ち
に
利
子
率
の
変
化
は
全
く
投
資
水
準
に
影
響
を
与
え
左

い
と
断
言
す
る
の
は
少
し
早
計
て
あ
る
。
利
子
率
の
変
化
は
函
数
の
中
に
変
数
と
し
て
含
ま
れ
て
い
る
他
の
要
悶

1
lた
と
え
ば
資
本

蓄
積
量

11i全
通
し
て
投
資
水
準
を
動
か
し
た
か
も
知
れ
な
い
。
言
い
か
え
る
と
五
口
々
は
単
に
、
利
子
率
白
要
悶
を
除
外
し
て
も
投
資

函
数
を
構
成
す
る
と
と
が
で
き
、
投
資
量
を
予
測
し
う
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
に
す
ぎ
な
い
白
で
あ
る
。
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ッ

F
月
白
号
デ
ル
構
成
比
際
し
て
は
、
連
立
方
程
式
体
系
の
解
が
導
か
れ
る
様
に
諸
変
数
を
調
整
、
撰
択
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

前
提
が
あ
り
、
右
の
よ
日
つ
な
型
白
投
資
函
数
が
え
ら
れ
た
の
は
ク
ラ
イ
ン
が
経
済
構
造
を
全
体
的
に
描
出
し
よ
う
と
試
み
、
利
子
率
の

変
化
が
投
資
員
に
ど
の
様
た
影
響
を
与
う
る
か
と
い
う
局
所
的
た
課
題
に
と
く
に
注
目
し
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
戦
後
、
米
国
、
英
国
に
ゐ
い
て
、
い
わ
ゆ
る
「
貨
幣
政
策
の
復
活
」
と
と
も
に
、
当
局
の
利
子
政
策
が
資
金
コ

R
F
の
変

動
や
金
融
の
ア
ず
z

イ
ラ
ピ
日
テ
ィ
士
通
じ
て
民
間
産
業
投
資
を
規
制
し
う
る
か
と
W
う
問
題
が
議
論
さ
れ
る
に
至
る
と
、
エ
コ
ノ
メ

ト
U

ッ
F
ス
の
分
野
で
も
と
う
し
た
観
点
か

b
投
資
函
数
を
再
考
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
顕
わ
れ
て
き
た
。

A
・
E
・
R
-
誌
の
最
近

号
か
ら
、

F
-
F
ν
ル
ズ
、

s
・
ウ
イ
ギ
ン
ス
の
共
同
研
究
に
成
る
投
資
函
数
を
紹
介
し
よ
う
。

(

同

)

h
m
H
H
戸
、
自
国
自
ナ
H
ω
N
自
主
i
"
十
寸
祖
国
自
己
J
N
l
H
U
号
、
印
き
旬
、
!
N
ω
い
お
C
N

( 

" ) 

H
N
H
H
I
P
S
∞叶
l

十
回
寸
山
由
同
ご

!
N
+
F
N
H由
M
M
N
M
1
8
・H
怠
同
h
N

臼

h
s
c
m

I 

ν
ア
ル
・
グ
ム
て
測
っ
た
産
業
会
社
設
備
投
資

7τ 

農
産
物
、
食
料
を
の
ぞ
く
卸
売
物
価
て
デ
フ
レ

l
ト
し
た
利
潤
額

R 

卸
売
物
価
て
デ
フ
レ

l
ト
し
た
資
本
財
物
価
指
数

利
子
率
、

ω式
て
は
社
債
利
廻

p
、川
w式
て
は
=
プ
ヶ
月
大
蔵
省
証
券
利
廻
り
を
採
用

P 

貨
幣
需
給
の
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
時
響

第
八
十
巻

六
七
五

第
六
号



貨
幣
需
給
の
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
影
響

第
八
十
巻

ハ
七
六

第
六
号

四

Q 

産
業
会
社
に
お
け
る
流
動
資
産
(
現
金
治
よ
び
政
府
証
券
)
対
経
常
負
債
比
率

(
以
上
期
間
半
ヶ
年
、
単
位
百
万
F
と

己
の
投
資
函
数
か
ら
推
察
す
る
と
利
子
率

1
l社
債
利
廻
り
と
短
期
大
蔵
省
証
券
の
利
廻
り
ー
ー
は
二
期
間
す
た
わ
ち
一
年
の
ラ
ッ

グ
を
と
も
怠
っ
て
民
間
産
業
設
備
投
資
金
抑
制
す
る
力
を
も
っ
て
お
り
、
そ
D
効
果
は
社
債
利
廻
り
の
引
上
げ
の
方
が
盗
か
に
大
き
い

と
言
え
る
。

一
年
と
い
う
グ
イ
ム
・
ラ
ッ
グ
の
存
在
す
る
白
は
、
投
資
計
画
と
実
際
の
投
資
遂
行
白
問
に
か
な
り
白
時
間
的
ズ
レ
が
存

す
る
た
め
で
あ
り
、
ま
と
こ
の
様
な
利
子
率
は
信
用
の
ア
ず
ェ
イ
一
ア
ピ
リ
テ
f
の
指
標
た
り
う
る
と
言
え
る
ゼ
£
ろ
う
。

投
資
函
数
の
利
子
弾
性
に
関
し
亡
エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ッ
グ
ス
の
業
績
が
与
え
る
知
識
か

b
は
、
も
し
変
数
の
撰
択
が
適
切
で
あ
れ
ば
、

或
る
程
度
信
頼
し
う
る
結
論
が
え

b
れ
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
で
利
子
弾
性
白
推
測
に
は
い
ま
一
つ
別
な
方
策
が
考
え

b
れ
る
。
モ
れ

は
最
近
、
米
、
英
、
仏
国
な
ど
で
行
わ
れ
て
い
る
企
業
に
対
ナ
る
7

y
ク
l
干
の
提
出
て
あ
丸
。
し
か
し
己
れ
に
は
ま
ず
対
象
て
あ
る

企
業
の
協
力
を
前
提
と
す
る
上
、
次
の
様
た
難
点
主
解
決
せ
ね
山
い
な

b
な
い
。

第
一
に
は
調
査
対
象
の
企
業
主
無
作
為
抽
出
す
る
と
当
然
数
に
ゐ
い
て
優
勢
を
占
め
る
小
企
業
の
比
率
が
極
め
と
大
に
な
る
。
に
も

か
か
わ
b
ず
経
済
総
体
の
民
間
産
業
投
資
は
小
数
大
企
業
に
よ
っ
て
大
部
分
を
占
め
ら
れ
る
か
ら
解
答
結
果
に
は
企
業
規
模
別
の
ウ
ι

イ
ト
を
一
ツ
け
る
必
要
が
生
じ
て
く
る
。
第
二
に
は
設
間
に
あ
た
っ
て
利
子
率
、
投
資
需
要
た
ど
の
抽
象
的
名
称
を
さ
け
、
企
業
家
の
現

実
的
関
心
を
と

b
え
る
よ
う
な
手
形
割
引
率
、
設
備
拡
張
な
ど
の
共
体
的
表
現
在
も
ち
い
な
け
れ
ば
た

b
な
い
。
し
た
が
っ
て
寄
せ

b

れ
た
解
答
を
ど
う
評
価
し
、
利
子
弾
力
性
と
い
う
抽
象
的
指
屈
に
還
元
す
る
か
と
い
う
至
難
な
問
題
が
中
と
さ
れ
る
。
こ
の
解
決
は
ほ

と
ん
ど
不
可
能
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
各
国
に
お
け
る
調
査
の
具
体
例
に
ワ
い
て
は
限
ら
れ
た
紙
数
白
た
め
こ
こ
に
紹
介
す
る
乙
と
を
避

け
る
が
、
本
節
(
註
4
)
に
か
か
げ
た
ホ
ワ
イ
ト
白
論
文
に
詳
細
な
考
察
が
加
え

b
れ
て
い
る
故
刊
ぜ
ひ
参
照
し
て
ほ
し
い
。
た
だ
結
論



と
し
て
か
よ
う
な
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア

y
ケ
l
ト
訟
を
も
っ
て
し
て
も
、
投
資
の
利
子
弾
性
に
関
し
て
「
常
識
的
推
測
」
以
上
に
信
頼
す
る

に
た
る
一
評
価
セ
下
す
こ
と
は
極
め
℃
困
難
な
よ
う
て
あ
る
。

エ
コ
ノ
メ
ト
リ
ァ
グ
マ
〈
あ
る
い
は
ア
ン
ケ
ー
ト
法
に
お
け
る
諸
僅
の
困
難
な
課
題
を
克
服
し
え
た
と
し
て
も
、
吾
々
が
い
ま
ま
ご
と

り
扱
っ
て
き
た
の
は
経
済
総
体
に
づ
い
℃
の
投
資
函
数
で
あ
り
、
産
業
部
門
す
べ
て
に
わ
た
っ
た
平
均
的
な
投
資
の
利
子
弾
性
に
す
ぎ

し
か
し
利
子
政
策
の
有
効
性
を
論
ず
る
様
走
場
合
、
否
々
は
か
か
る
巨
視
的
分
析
の
性
格
か
ら
脱
し
て
、

な
か
ヮ
た
。

と
く
に
長
期

投
資
が
各
産
業
部
門
に
よ
っ
て
ど
の
様
に
利
子
弾
性
を
異
に
す
る
か
と
い
う
問
題
に
注
目
し
な
け
れ
ば
た

b
な
い
。
産
業
部
門
別
の
測

定
・
調
査
は
む
し
ろ
容
易
た
場
合
が
多
W
で
あ
ろ
う
。

一
般
に
償
還
期
限
の
短
か
い
早
期
に
利
潤
士
期
待
し
う
る
様
な
荷
類
の
設
備
投
資
1
i
l
娯
楽
施
設
・
旅
制
等
|
|
は
資
金
ロ
子
十
の

上
昇
に
よ
っ
て
も
殆
ど
影
響
さ
れ
な
い
で
あ
ろ
う
し
、
建
設
期
間
が
長
く
、
早
期
に
利
潤
が
期
待
で
き
ず
、
償
却
も
長
期
に
わ
た
る
様

た
設
備
投
資

I
i水
力
発
電
所
、
道
路
、
橋
梁
、
港
潜
設
備
等
1
ー
で
は
資
金
コ
ス
ト
の
上
昇
は
投
資
計
画
士
大
き
く
抑
制
す
る
て
あ

ろ
う
。
ホ
ワ
イ
ト
に
よ
る
と
、
グ
ラ
イ
ン
も
最
近
の
エ
コ
ノ
メ
ト

p
ッ
ク
λ

に
よ
る
測
定
の
結
果
発
送
電
事
業
・
道
路
建
設
な
ど
の
部

門
て
の
投
資
の
高
い
利
子
弾
性
を
指
摘
し
て
い
る
と
白
己
と
て
あ
る
。

註

ω
戸
同

-
E
E
t
ー
町
内
。
苦
言
。
国
民
丹
市
E
宮
E
E
N
v
o
g宮
町
民
臼
且
E
h
u
h
-
t
h
b邑
咽
巧
戸
。
盲
目
色
印

0
5・
z
o
d司
吉
井
巴
問
。
・
ま
た
ク
ラ

イ
ン
に
よ
る
ケ
イ
ン
ズ
的
ユ
コ
ノ
メ
ト
リ
ヴ
ク
・
モ
デ
ル
の
説
明
と
し
て
同
・
同
一
R
F
R
M
W
(邑
)
可
員
同
屯
苦
E
s
h
n
S
3
5・
KFロ
E

F

司ロ司
H
F
F。ロ白
o
p
g
m
m
O
中
に
の
FM者
同
F
F
問
問
Z
E
-
E吋
F
O
回目官同日
nmH
司
oEHAHm昨日。ロ
ω
。
同
問
。
宮
居
間
宮
口
開
no口
。
日
目
ω
こ
が
あ
る
。

ω
E
O
H
P
肘
忠
弘
・

3・
H
D
F

間
阿
J
P
H
回
目
。
閏
】
昂
官

E
血
印
回
目
ロ
目
当
局
担
臣
、
二
回
件
。
耳
切
門
田
旦
宮
古
島
昌
自
民
R
p
g吐
司
日
E
F
4
0耳
目
。
ロ
件
当
』
語
、
・
同
E
F
同
署
-

HHU4HF
民
間
n
F
H
U
印
戸
足
O
H
S
3
I
S
自
由
甘
・
回
目

貨
幣
鯖
給
自
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
影
響

第
八
十
巻

六
七
七

第
六
号

ア

ヰ



貨
幣
需
給
の
投
資
乗
数
効
果
に
与
え
る
静
響

第
八
十
巻

六
七
八

第
六
号

川
開
当
・
同
巧
E
Z
U
E
H旦
日
呂
同

H担巴自け
Hの
H
q
o向日ロ
A百
件
目
。
己
ロ
o
E
E
M
F
斗
目
。
口
知
的
。
吋
o日
出
口
密
口
富
凶
』
E
Z且
o
p
M
2
0リ
百
回
。

日
目
5
0
品
ミ
』
追
究
同
E
F
母
子

H
F
4
F
印
4
F
E
E
-
z。・

F
署・日目印
i
日勾-

同
制
と
く
に
噌
司
凹
〉
耳
目
見
司
♂
岡
田
印
mw
吉
田
に
よ
る
英
国
企
業
に
つ
い
亡
の
調
査
報
告
と
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
統
計
経
済
研
究
所
の
干
に
な

ゐ
フ
ラ
ン
ス
産
業
の
調
査
報
告
と
を
比
較
す
る
と
興
味
ふ
か
い
。
前
者
は
叶
目
巧
H-mOロ向付】
1

・
司
・
印
rkrロ骨
mW45ω(oaωE)qN」
号
、
民
白
色
"E

S
H
Uコ
宮
田
h
z
E亘
書
-
D
M阿
佐
品
呂
田
Y
N
2
呂
田
の
中
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四

木
精
の
主
題
は
前
節
ま
で
に
略
k

論
じ
っ
く
さ
れ
た
の
て
あ
る
が
、
最
後
に
吾
々
の
分
析
モ
デ
ル
を
周
知
の
ヒ
ッ
ク
ス
「
貯
蓄
・
投

資
・
流
動
性
く
も
の
巣
の
図
式
」
に
投
影
し
て
、
両
者
の
関
速
に
つ
い
て
若
干
述
ベ
エ
う
。
ヒ
y

ク
ス
は

I
S曲
線
と

L
M曲
線
を
組

ケ
イ

y
f
経
済
学
の
貯
蓄
、
投
資
理
論
、
流
動
性
選
好
理
論
を
融
合
、
表
現
し
た
。

合
わ
せ
た
図
式
(
第
一
図
)
を
用
い
て
、

己
こ
で

彼
は
「
循
環
」
主
説
明
す
る
原
理
と
し
て
、
加
速
度
照
理
に
代
え
て
貨
幣
的
要
因

E
B
o
g弓
-
佐
巳
O
円
を
採
用
し
て
い
る
。

貨
幣
需
給
の
均
衡
調
整
過
程
か
ら
生
ず
る
利
子
率
白
変
動
陀
帰
着
す
る
と
言
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

モ
れ
は

第
一
図
に
治
い
て

I
S
曲
線
上
白
点
は
貯
蓄
・
投
資
が
均
衡
す
る
(
乗
数
過
程
が
収
叙
し
た
結
果
〕
ょ
う
た
利
子
率
と
所
得
水
準
の

組
合
せ
を
与
え
、

L
M曲
線
上
の
点
は
貨
幣
の
需
要
・
供
給
が
均
衡
す
る
工
う
な
利
子
率
と
所
得
水
準
の
組
合
せ
を
与
え
る
わ
け
で
あ

る
。
い
ま
政
府
白
公
共
投
資
が
行
わ
れ
る
と

I
S
曲
線
は
右
方
へ

Y
S
に
移
動
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
れ
か
ら
旧
均
衡
点
A
に
は
じ
ま
る



調
整
過
程
が
治
こ
る
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ヒ
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グ
ス
に
よ
れ
ば
ま
ず
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数
過
程
が
進
行
し
、
収
飲
し
て
B
に
到
達
す
る
。
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切
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あ
る
が
貨
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要
超
過
を
生
じ
(
』
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出
向
旬
、
〉
、
利
子
率
の
上
昇
が
生
起
す
る
。
投
資
水
準
は
変
る
と
と
た
く
利
子
率
が
上
昇
し
て
C
点
に
達
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モ
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昇
し
た
利
子
率
に
対
し
て
一
局
す
ぎ
る
の
で

(
H
V
M
)
、

C
か
ら
D
へ
向
ろ
再
調
整

l
l投
資
水
準
白
低
下
、
し
た
が
づ
て
所
得
水
準
の
下
落
ー
ー
が
約
ま
る
。
か
く

て
と
の
体
系
は
「
貯
蓄
・
投
資
・
流
動
性
く
も
白
巣
」
を
え
が
き
っ
つ
進
行
し
て

"，y 

新
し
い
均
衡
点

D
に
向
っ
亡
ゆ
く
c

と
己
ろ
で
か
工
う
た
所
得
水
準
、
利
子
率
の

循
環
的
調
整
過
程
は
つ
ぎ
の
上
う
な
仮
定
か
ら
生
じ
た
も
の
J

し
あ
る
。

第一図

「
投
資
の

乗
数
過
程
が
収
飲
し
た
う
ち
に
利
子
率
白
調
整
的
変
化
が
は
じ
ま
り
、
利
子
率
の

調
整
が
完
了
し
た
の
ち
に
投
資
水
準
の
適
応
が
起
こ
る
。
」

と
れ
ば
貨
幣
的
要
因

に
も
と
ず
く
循
環
を
み
ち
び
く
た
め
に
ヒ
ッ

F
ス
に
よ
っ
て
設
け
ら
れ
た
仮
定
に

ほ
か
た
ら
な
い
。
し
た
が
つ
で
当
然
、
乗
数
過
程
が
収
激
し
て

A
か
ら
B
へ
の
移

が
競
る
わ
け
ゼ
あ
り
、
も
し
そ
う
で
あ
れ
ば
体
系
は
A
か
ら
有
上
方
へ
向
ヮ
で
動
く
で
あ
ろ
う
。

行
が
完
了
す
る
以
前
陀
、
利
子
率
の
上
昇
が
惹
起
き
れ
は
し
在
い
か
と
い
う
疑
問

一
方
本
稿
の
分
析
に
も
ち
い
た
モ
デ
ル
は
ヒ
ッ
グ
ス
し
仁
は
全
〈
対
照
的
な
意
味
に
ゐ
い
て
貨
幣
的
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
と
い
う

の
は
五
日
々
は
毎
期
貨
幣
の
需
給
が
均
衡
す
る
よ
う
に
利
子
率
が
刻
々
変
化
し
、
そ
れ
に
つ
れ
て
民
間
投
資
水
準
も
毎
期
変
動
し
て
ゆ
く

己
と
を
前
提
と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
再
々
の
調
整
過
程
は
ヒ
ッ
グ
ス
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図
式
に
つ
い
て
言
う
と
、
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準
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と
所
得
水
準
の
並
行
的
転
調
整
的
変
化
に
他
な
ら
な
い
。

も
と
ず
く
変
動
・
循
環
」
は
発
生
し
て
己
な
い
わ
け
で
あ
る
。 (
第
一
図
太
線
に
て
一
部
す
。
〕
言
う
ま
て
も
な
く
こ
こ
か
ら
は
「
貨
幣
的
要
因
に

か
よ
う
な
に
ッ
ク
ス
の
「
く
も
の
巣
l

と
、
吾
ん
の
単
調
収
欽
と
の
相
違
は
、
現
実
的
に
は
貨
幣
当
局
、
銀
行
組
織
が
資
金
需
要
の

変
化
に
対
し
て
敏
速
に
反
応
す
る
か
否
か
に
依
存
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
貨
幣
需
給
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均
衡
さ
せ
る
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白
プ
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イ
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カ
一
一
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ム
が
敏
速
に
作
用
す
る
よ
う
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金
融
組
微
の
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吾
々
の
循
環
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じ
な
い
調
整
が
お
こ
る
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あ
ろ
う
し
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利
子
率
の
プ
ラ
イ

ス
・
メ
カ
ニ
ベ
ム
の
作
用
が
鈍
感
な
ほ
ど
ヒ
ァ
グ
ス
的
循
環
の
お
己
る
可
能
性
が
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ず
る
で
あ
ろ
う
。
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か
し
両
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ヒ
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月
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々
は
ま
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y
新
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し
い
均
衡
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決
定
さ
れ
る
か
を
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ろ
う
と
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た
た
め
に
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じ
た
の
で
あ
っ
て
、
プ
ロ
ピ
兄
を
問
題
に
せ
ず
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較
静
学
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衡
点
の
み
に
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目
す
れ
ば
同
者
全
く
同
じ
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論
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達
す
る
わ
け
で
あ
ふ
。

目
川
山

H・
回
目
n
z
u
』
口
室
内
司
自
足
立
皇
宮
内
苦
虫
色
号
。
同
『
高
是
♀
n
N
F
D
M
巳。
a
Z
8・
S
昌
・
同
「
]
恒

-
H
t
l
E・

州
凶
吾
々
の
乗
数
分
析
の
抗
論
を
ヒ
ッ
ク
ス
の
図
式
上
で
帯
き
ど
す
こ
と
も
可
能

e
あ
る
。
係
数

c
、
η
、
A
V

お
よ
び
新
貨
幣
投
入
の
タ
イ
プ
は
I

5
曲
線
・

L
M
耐
棉
の
形
状
・
位
罰
・
シ
ア
テ
ィ
ン
グ
に
よ
フ
て
圭
現
す
る
こ
と
が
で
き
あ
。
た
だ
、

ρ
、
η
、
c
は
そ
れ
ぞ
れ
、

L
M
曲
棋
の

基
礎
で
あ
る
流
動
性
選
好
晴
数
、

I
S
曲
線
。
基
礎
寸
あ
る
投
資
需
要
函
数
同
じ
く
消
費
需
要
函
数
の
勾
配
を
表
わ
す
の
で
あ
っ
て
、

L
M
・
I

S
曲
線
自
身
の
勾
配
で
な
い
こ
と
に
注
意
す
る
を
要
す
る
。


